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高いエネルギー分解能と空間分解能による 3次元ガンマ線イメージングが実現できれば、放射

性プローブの高精度な追跡が可能となり、新薬の開発や放射線治療の進歩に寄与する。我々はテル

ル化カドミウム両面ストリップ検出器 (CdTe-DSD)とマルチピンホールコリメータを用いた撮像シ

ステムを製作し、非密封線源を用いたイメージング実験を行っている。これまでの研究で、500ミ

クロン以下の空間分解能での 3次元イメージングを実現した (武田他、2018年 3月応物学会発表)。

検出器の性能を最大限発揮し、より正確なイメージングを行うためには、コリメータを含めた

検出器系の応答を詳細に調べ上げ、解析に反映させることが求められる。我々は撮像システムの

性能評価を行うため、デレンゾファントムによる 2Dイメージング実験を実施した。得られた検出

器画像 (図 1)では 250-350ミクロンの構造が確認できる。

この分解能を生かした 3次元再構成を実現するには、まず CdTe検出器の一様性の評価が必要と

なる。素子自体になんらかの非一様性が存在すれば、検出器画像から 3次元イメージに伝播して

しまい、イメージングの正確性を損ねることになる。検出器のピクセルごとに異なるノイズレベ

ルなどの特性を調べた上で、隣接するストリップにまたがる信号の取扱や入射光子のエネルギー

や位置決定について、フラットな検出器画像が得られる解析方法を検討している。もうひとつ 3次

元再構成に必要なことは、マルチピンホールコリメータのキャリブレーションである。合計 21穴

のピンホールについて設計とのずれを検証するために、直径 300ミクロンの点線源を用いた実験

を行った。本講演では、実験データに基づいた検出器応答の解析と最新の実験結果について報告

する。
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図 1: デレンゾファントム実験の検出器画像. 使用核種は 125ヨウ素、エネルギー範囲は 25-40 keV.
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